





Problems with the dominant historical perspective of Japanese Christian Churches in the 






Women’s Active Museum on War and Peace (wam) is a Christian-affiliated institute, which is 
situated on the second floor of the AVACO (Audio Visual Activities Commission) Building in 
Tokyo.   
On the 6th of July, 2014, AVACO Building was targeted by conservative, nationalistic Japanese 
demonstrators, who most likely confused Women’s Active Museum on War and Peace with the 
AVACO Building. Such a demonstration has served as an opportunity for people, however, to think 
anew of what kind of institution wam is, what activities they are actually doing, and what sort of 
idea is behind them and their daily activities. 
The Asahi Shimbun, in its issues of the fifth and sixth of August, 2014, finally admitted that 
they had spread some misinformation about so-called Comfort Women who had allegedly been 
taken by force to offer sexual pleasure to Japanese Imperial Military officers and soldiers. Even 
after these articles were published, however, certain Christian-affiliated organizations, including 
wam, instead of rethinking their unique historical perspective on the Modern History of Japan, 
continued criticizing the country for her treatment of the so-called Comfort Women during the 
first half of the 20th century. 
The historical perspective on Modern Japan, like the one adopted by wam, has dominated the 
Japanese Christian circles since the end of the Second World War. In this paper, I will argue that 
such a historical perspective may drive Japan into havoc by showing that the wam’s endeavors 
(largely determined by their unique historical perspective) and the Chinese Communist Party’s 
military strategic zones somehow overlap. 
Finally, in Chapter Ⅴ of this paper, I will ask Japanese Christian priests and pastors to work 
on ways to interpret the passages in the Bible that include not only pacifist messages but also 
apparently militaristic ones. I will close this paper with a humble request that Christians in Japan 
should first seek for the Holy Spirit (ruach ha-kodesh, in Hebrew), who believers hold will guide 
them to the true knowledge including secular interpretations of the historical facts as well as 















しかしながら、東京都新宿区西早稲田のキリスト教視聴覚センターAVACO ビル 2F で運
営されているアクティブ・ミュージアム 「女たちの戦争と平和資料館」は、その後も 2014























                                                  
1 この特集はデジタル版でも閲覧可能である。URL は
http://www.asahi.com/topics/ianfumondaiwokangaeru/（2014 年 8 月 21 日現在）である。 
2 http://wam-peace.org/20140810/（2014 年 8 月 22 日現在）。 
3 小林貞夫（2011）『日本基督教団 実録 教団紛争史』。 
4 同 p.107。  
5 鄭大均（2012）「韓国の『反日』とはなにか」『正論』平成 24 年 12 月号。 


















































                                                  
7 小林（2011）p.108。  












田にある AVACO ビルの中で運営されている資料館である9。NPO 法人女たちの戦争と平和



























                                                  
9 http://wam-peace.org/faq/（2014 年 9 月 29 日現在）。 
10 2014 年 9 月 29 日現在の情報である。 
11 http://wfphr.org/（2014 年 9 月 29 日現在）。 
12 女性国際戦犯法廷とは、所謂＜従軍慰安婦＞らが受けたとされる被害の責任は日本に
あるとした、法廷という名の下の抗議活動であり、昭和天皇が有罪とされた。 
13 http://wam-peace.org/faq/（2014 年 9 月 29 日現在）。 












































 加藤（2014）で、NCC 活動年表が見せる国別偏向を指摘したが、wam 活動記録でも、や
はり国の偏りが見られる。尤も wam は、毎年一つの国と地域に焦点を当てて展示などを行
っており、2014 年 8 月現在で作成した上掲グラフではカウント数が少ない国や地域でも、
                                                  














Ⅲ. wam 要請文とその問題点 
本章では、wam が、2014 年 8 月 10 日付で「朝日新聞『慰安婦』報道の検証をめぐる一
連の報道に抗議し訴えます」と題して出した要請文を概観し、それに対して反論を試みる
こととする。 
























                                                  
20 http://wam-peace.org/20140810/（2014 年 8 月 22 日現在）。本論文に引用された wam
要請文の出所は、全てこの URL である。 
21 強制連行があった場合については、所謂＜従軍慰安婦＞が現在のような国際的議論の



























定の妥当性も見られようが、要請文には、crime と sin を区別して議論する気配はないよう























                                                  
22 http://ncc-j.org/modules/bulletin/index.php?page=article&storyid=18（2014 年 9 月
29 日現在）。 
23 http://www.asahi.com/articles/ASG7L5HWKG7LUTIL03L.html 
（2014 年 8 月 21 日）、http://www.asahi.com/articles/ASG795JBHG79UTIL024.html
（2014 年 8 月 21 日）、http://www.asahi.com/articles/ASG7M03C6G7LUTIL06B.html 









































                                                  
24 『日本軍「慰安婦」問題 すべての疑問に答えます。』p.6。 
25 同 p.11。  






女性人権侵害であるのだが、wam からの ISIS に向けての非難のメッセージは見られず、彼
らは沈黙を保っている。wam サイトトップページに掲載された「wam からのお知らせ」や


































ない。基督教系建物に居を構える wam には、知恵と理性と公平さに基づく説明を求めたい。 
 
Ⅳ. wam 活動の記録とその問題点 
本章では、「中国安全保障レポート 2011」と wam 活動の記録の間には奇妙な重なりがあ
ることを指摘しつつ、wam の活動が、最悪の場合には日本の安全を危うくする可能性があ
ることを論じたい。 
防衛省防衛研究所は 2012 年 2 月付で、「中国安全保障レポート 2011」と題する報告書を
提出している27。同報告書中、「軍事的重要性を増す海洋」という一節では、第一列島線、
                                                  
27 http://www.nids.go.jp/publication/chinareport/pdf/china_report_JP_web_2011_A01.p












「中国安全保障レポート 2011」では、1982 年 9 月の第 12 回中国共産党全国代表大会で



















                                                  





























 なお、本論文冒頭で言及したとおり、2014 年 7 月 6 日に、「外国人犯罪撲滅協議会」主
催、「政教分離を求める会」後援により東京でデモが行われた。NCC はそのサイトで、「７
月６日に早稲田で行われた人種的差別と憎悪を煽動する行為（ヘイトスピーチ）に強く抗










実際、おそらくデモ主催者らは、AVACO ではなく、AVACO ビル内に入っている wam のよ
うな施設ならびにスタッフらを非難していたのであろうが、日本の基督教系団体に詳しい
者でなければ、外部から見れば、wam の活動は AVACO ビル全体が行っているように見え
てしまうのかもしれない。wam の真意が何であろうとも、結果的には中国共産党（中国は
長きにわたり朝鮮の宗主国でもあった）の目論見どおりの舞台設定を作り上げることに彼
らは貢献してしまっており、その wam は AVACO ビル 2F に居を構えているのであるから、
デモでは AVACO が朝鮮カルト呼ばわりされたのであろう。 
wam の周りには、＜キリスト教＞、＜牧師＞、＜宣教＞などの言葉が漂っている。大高
                                                  
35 http://ncc-j.org/modules/bulletin/index.php?page=article&storyid=103（2014 年 10


















しかしながら、基督教関係者／関係団体が wam を囲んでいても、wam 自体は基督
．．
教系


































                                                  
38 大高（2014）p.97。 
39 同 p.88。 
40 中国共産党による基督者抑圧については、ブラザー・ユン『天国の人』等を参照。 
41 例えば「第二次大戦下における日本基督教団の責任についての告白」文など。










































































いるのは、出エジプト記 20:1444と同 20:1745を打ち合わせて生み出された、マタイ 5:27 – 
2846という解釈と、出エジプト記 21:22 – 2547とレビ記 24:1948と哀歌 3:3049を打ち合わせ
                                                  
42 『隠された宝』p.89。 
43 同 p.95。 










































                                                                                                                                                            
歯には歯、手には手、足には足、やけどにはやけど、生傷には生傷、打ち傷には打ち傷
をもって償わねばならない」（出エジプト記 21:22 – 25）。 
48 「人に傷害を加えた者は、それと同一の傷害を受けねばならない」（レビ記 24:19） 






ない」（マタイ 5:38 – 42） 
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